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研究要旨 

若手医師が、がん患者の栄養学的特徴や臨床栄養の基本的知識を習得するための「臨床栄養

スタートアップ講座」教育プログラムの企画・開発を行った。スタートアップ講座は講義と症

例検討グループワークの構成で試行し、プログラムの改善を図るために受講者にアンケート調

査を実施した。特に多職種参加型の症例検討グループワークは高い評価であった。本講座を教

育プログラムとして展開させていくことにより、がん患者の在宅医療を担う人材育成が可能と

なる。 

 

Ａ．研究目的 

 がん患者では、栄養障害が高率に起こる

が年々がん患者数が増加し、早期退院・在

宅医療が推進されるため地域では栄養サポ

ートが必要な在宅がん患者が急増している。

この結果、在宅がん患者の合併症併発によ

る入院や要支援者が増加するため医療歳費

の増加や在宅医療人材不足が危惧される。

また、栄養障害を有するがん患者では治療

効果が悪く死亡率が高いが、がん治療に関

わる医師の栄養に対する意識が非常に低い

ことが課題として挙げられている。そこで、

本研究ではがんと栄養を理解した在宅医療

を担う人材育成を行うために臨床栄養スタ

ートアップ講座」教育プログラムの企画・

開発を行う。平成 26 年度はスタートアッ

プ講座を試行し、そこで得られた改善点を

もとに、来年度は教育プログラムのシラバ

ス作成を行う。 

 

Ｂ．研究方法 

1）「臨床栄養スタートアップ講座」の企

画・開発 

本講座のねらいは研修医などの若手医師

を対象とし、がん患者の栄養学的特徴や臨

床栄養の基本的知識を習得することおよび

がん患者の在宅医療を担う医療・福祉系人

材を育成することである。講座の企画にあ

たっては、研究代表者が委員長である日本

臨床栄養学会研修企画委員会と連携し、講

義形式とグループワークによる症例検討の

構成とした。また、症例検討グループワー

クは、広域大学連携事業でのノウハウをい

かし、多職種参加型のグループワークを企

画した。参加者はあらかじめ提示された症

例について、栄養学的な課題と短期・長期

目標を検討し、講座を受講する。 

2）参加者 

 平成 26 年度は試行的に講座を実施する

ため、関西圏の約 90 施設のがん診療拠点

病院に本講座の開催を案内し、参加者を募

った。グループワークを多職種参加型の講



座とするため、医師以外にも管理栄養士、

薬剤師等にも参加を呼びかけた。 

3）アンケート調査 

より充実した教育プログラムに改善を図

るために、講座を受講した参加者にアンケ

ート調査を行い、内容の見直しを行う。 

アンケート調査項目：開催時期・開催地域

の希望、適正な演題数、講座全体の印象、

ご意見（自由記述）など 

（倫理面への配慮） 

「個人情報保護法」を遵守した。アンケ

ートは無記名の用紙で実施し匿名化されて

おり倫理面での問題はない。 

 

Ｃ．研究結果 

1）「臨床栄養スタートアップ講座」を下記

の内容で開催した。 

日程：平成 26 年 11 月 30 日（日） 

場所：武庫川女子大学栄養科学館 

講座：①臨床栄養の ABC 

②がんと栄養の基本知識 

特別講演：「肥満とがん：腸内細菌と細胞老

化の関与について」 

がん研究所がん生物部長 原英二先生 

症例検討グループワーク：グループワーク

により症例課題を検討し、そのまとめをグ

ループ代表者が PowerPoint で全体に向け

て発表した。 

2）参加者 

当日の参加者は医師、管理栄養士、薬剤

師、学生など 71 名であった。 

3）アンケート調査結果 

回収できたアンケート数は 34 で、回収

率は 48％であった。講座の開催時期は 9

月、10 月を希望する声がもっとも多かった。

また、約 7 割が適正な演題数は「3 演題」

と回答し、約 9 割が講座全体の感想を「大

変良かった・良かった」と回答した。自由

記述では「セミナーの内容が充実していた」

「グループワークでの意見交換、特に多職

種参加で多方向の意見が参考になった」「次

回の講座開催への期待」の声があった。」 

 

Ｄ．考察 

 今回の研究で企画・開発した「臨床栄養

スタートアップ講座」は講義形式だけでは

なく、多職種参加型の症例検討グループワ

ークを導入した。課題についてグループ内

で意見交換する際も他職種の意見を聞くこ

とおよび同じ症例に対して、他のグループ

のまとめの内容を聞くことにより、様々な

視点を獲得することができた。この点はア

ンケート結果からも教育的効果が認められ

ている。一方で、開催時期については 9 月・

10 月を希望する声が多く、来年度に向けて

改善の余地がある。 

 

Ｅ．結論 

日本臨床栄養学会研修企画委員会と連携

し、「臨床栄養スタートアップ講座」教育プ

ログラムの企画・開発を行った。講座の受

講による知識の習得と症例グループワーク

によって能動的に参加することで、在宅医

療の現場に求められる資質を身に付けるこ

とが可能となる。在宅医療人材の育成は喫

緊の課題であり、本研究ではこれらの課題

の解決のために、来年度は教育プログラム

のシラバス作成に発展させていく。 

 

Ｇ．研究発表 

1.  論文発表 なし 

2.  学会発表 なし 



Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

  （予定を含む。） 

1. 特許取得 なし 

2. 実用新案登録 なし 

3.その他 なし 
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資料１：臨床栄養スタートアップ講座チラ

シ 

資料 2：症例課題の内容 

資料 3：グループワークのまとめ資料 

 


